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1 周年ありがとう

道の駅ひたちおおた

道の駅ひたちおおたは、7月 21日でオープン 1周年を迎えました。

1周年の感謝を込めて、7月の 1カ月間さまざまなイベントでお客様をお迎えしました。

～黄門の郷～
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  年記念トーク

マシコタツロウ
                   さん

作曲家／ミュージシャン／常陸太田大使

 常陸太田大使を務めるマシコタツロウさんに、

 ました。

×

 ついて話してみっぺ！

at  resutaurant  ShunSai

○ 

市
長

　（
午
前
の
部
の
）
ラ
イ

ブ
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○ 

市
長　

道
の
駅
で
ラ
イ
ブ
を

や
る
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
い

で
し
ょ
う
？

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

い
え
、

外
で
や
っ
た
り
、
お
祭
り
で

や
っ
た
り
、
結
構
あ
り
ま
す
。

○ 

市
長　

雰
囲
気
と
し
て
は
ど

う
で
す
か
？

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

素
晴
ら

し
い
で
す
よ
！
き
れ
い
な
建

物
で
。

○ 

市
長　

こ
の
道
の
駅
ね
、
国

で
全
建
賞
と
い
う
、
建
築
物

に
つ
い
て
１
年
間
で
良
い
も

の
を
表
彰
す
る
と
い
う
制
度

が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
茨
城
県

で
こ
こ
だ
け
が
選
ば
れ
た
ん

で
す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

す
ご
い

で
す
ね
！
こ
の
常
陸
太
田
の

良
さ
っ
て
い
う
か
、
関
東
平

野
の
最
後
の
部
分
を
使
っ
て
、

全
方
向
か
ら
こ
の
建
物
が
見

え
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ

ま
り
そ
う
い
う
所
っ
て
な
い

か
ら
。（
料
理
が
運
ば
れ
て
き

て
）
常
陸
太
田
の
野
菜
で
す

か
！

○ 

市
長　

地
産
地
消
を
一
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、
ト
マ

ト
は
隣
の
ハ
ウ
ス
で
作
っ
た

も
の
で
す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

う
ま

い
！

○ 

市
長　

結
構
評
判
い
い
ん
だ

よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

東
京
で

野
菜
買
う
と
高
い
し
美
味
し

く
な
い
で
す
。

○ 

市
長　

１
週
間
に
２
日
、
こ

こ
か
ら
東
京
の
中
野
区
に
向

け
て
高
速
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク

に
載
せ
て
い
く
ん
で
す
よ
。

持
っ
て
い
く
と
す
ぐ
な
く

な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

食
べ
た

人
は
味
の
違
い
は
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
常
陸
太
田
も
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
き
た

感
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、
こ
こ

が
で
き
て
か
ら
。

○ 

市
長　

お
か
げ
さ
ま
で
こ
の

道
の
駅
も
ち
ょ
う
ど
１
年
、

こ
こ
が
出
来
て
１
年
で
レ
ジ

を
通
っ
た
お
客
様
が
７
月
で

だ
い
た
い
97
万
人
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

す
ご

い
！

○ 

市
長　

８
月
上
旬
に
た
ぶ
ん

１
０
０
万
人
目
の
お
客
様
を

迎
え
ら
れ
る
か
な
と
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

１
０
０
万

人
で
す
か
。
す
ご
い
で
す
ね
。

（
料
理
が
運
ば
れ
て
き
て
）

○ 

市
長　
「
ひ
よ
っ
こ
メ

ニ
ュ
ー
」
で
す
。（
マ
シ
コ
さ

ん
の
）
実
家
の
近
く
で
「
ひ

よ
っ
こ
」
の
奥
茨
城
村
や
っ

て
る
で
し
ょ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

奥
茨
城

村
っ
て
常
陸
太
田
じ
ゃ
な
い

で
す
よ
ね
？

○ 

市
長　

あ
れ
、
常
陸
太
田
だ



5

道の駅 1 周   

大久保太一
        　   市長

 7 月 23 日、トーク＆ライブを行った  

道の駅ひたちおおたの印象をお伺いし  

×

道の駅ひたちおおたに  

よ
。
町
屋
の
旧
変
電
所
。
あ

れ
奥
茨
城
村
役
場
だ
よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

そ
う
だ
、

そ
う
だ
！

○ 

市
長　

そ
の
近
く
の
地
徳
橋

で
、
自
転
車
で
通
う
と
こ
の

撮
影
ね
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

昭
和
で

し
た
よ
ね
？

○ 

市
長　

昭
和
だ
よ
。
昭
和
39

年
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

そ
の
頃

と
景
色
が
変
わ
っ
て
な
い
。

こ
れ
は
そ
の
ド
ラ
マ
の
中
で

食
べ
た
っ
て
こ
と
で
す
か
？

○ 

市
長　

そ
う
で
す
。
東
京
に

行
っ
て
ヒ
ロ
イ
ン
の
み
ね
子

が
食
べ
た
メ
ニ
ュ
ー
。「
ひ

よ
っ
こ
」
の
料
理
監
修
を
し

た
方
か
ら
レ
シ
ピ
を
頂
い
て

再
現
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　
（
１
口
食

べ
て
）
洋
食
屋
の
美
味
し
い

味
で
す
。
当
時
だ
っ
た
ら
か

な
り
高
級
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す

よ
ね
。
今
み
た
い
に
何
で
も

あ
る
時
代
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
ら
ね
。

○ 

市
長　

田
舎
か
ら
出
て
行
っ

た
ら
感
動
の
食
事
だ
よ
ね
。

こ
こ
の
シ
ェ
フ
に
一
生
懸
命

に
や
っ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

お
い
し

い
！
こ
れ
は
一
般
の
方
も
食

べ
ら
れ
る
の
で
す
か
？

○ 

市
長　

も
ち
ろ
ん
で
す
（
※
）。

そ
れ
も
あ
る
け
ど
ね
、
う
ち

は
今
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
が
多
い

ん
だ
よ
。「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

の
撮
影
は
里
美
の
山
で
や
っ

た
ん
だ
よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

え
〜
そ

う
な
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
い

つ
の
時
代
の
話
で
す
か
？

○ 

市
長　

井
伊
直
虎
の
時
代
だ

な
（
笑
）。
１
６
０
０
年
、も
っ

と
前
か
も
し
れ
な
い
な
〜
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

そ
の
頃

と
変
わ
ら
な
い
景
色
が
あ
る

と
い
う
事
が
す
ご
い
！

○ 

市
長　

そ
の
ほ
か
に
も
里
川

の
橋
と
か
で
も
撮
影
し
て
い

ま
す
よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

電
線
が

見
え
な
い
か
ら
良
い
み
た
い

で
す
ね
。

○ 

市
長　

電
線
も
電
柱
も
無
い

か
ら
評
判
良
い
ら
し
く
、
こ

の
前
は
３
日
間
連
続
撮
影

や
っ
た
よ
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

関
東
で

は
絶
滅
危
惧
の
風
景
な
ん
で

し
ょ
う
ね
〜
。
大
事
に
し
な

い
と
ね
。

○ 

市
長　

茨
城
は
撮
り
や
す
い

ん
で
す
っ
て
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

都
内
か

ら
私
も
い
つ
も
す
ぐ
帰
省
し

ま
す
か
ら
。
撮
影
も
し
や
す

い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

○ 

市
長　

ぜ
ひ
、
そ
の
距
離
の

近
さ
っ
て
い
う
の
か
な
、
都

内
あ
た
り
で
マ
シ
コ
さ
ん
か

ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
た
ら

助
か
る
な
と
。

　
　
　
【
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
】



6

黄門の郷 

もぎたて情報 vol. 16

ミニ！

営業時間
午前 9時～午後 7時

これからの予定
○  8 月 18 日金まで　NHK「ひよっこ」で着用した結城紬
衣装展示会

○  8 月 19 日土　正午～午後 3時　バルーンアート

○  8 月 20 日日まで　NHK「ひよっこ」顔出しパネル
　設置

○  8 月 20 日日　午後 1時 30 分～　ぶどう・梨販売会

○  8 月 29 日火　午前 10時～　飾り巻きずし講座
　　　　　　　　　　　　　　※要予約

道の駅ひたちおおたでは、1周年記念イベン

トが終了した 8月からも楽しいイベントやおい

しい特産品などをどんどん提供していきます！

ぜひご来場ください！

シーズン
到来！

申  問道の駅ひたちおおた（常陸太田産業振興㈱☎ 85‐6888 ／ホームページ http://www.hitachiota-michinoeki.
jp/page/dir000002 ／メール info@hitachiota-michinoeki.jp ／ FAX85‐6877）／問販売流通対策課（内線 661）

◇ 
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

今
度
ラ

ジ
オ
で
言
っ
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
は
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
あ

の
子
が
東
京
に
行
っ
て
食
べ

た
レ
シ
ピ
ね
。

○ 

市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。「
ひ

よ
っ
こ
」
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

ほ
ん
と
お
い
し

い
！
こ
れ
だ
っ

た
ら
ち
ょ
っ

と
フ
ァ
ミ
レ

ス
行
く
な
ら

こ
こ
寄
っ
て
行

こ
う
っ
て
な
り

ま
す
よ
ね
。

○ 

市
長　

念
願
か
な
っ

て
道
の
駅
を
作
っ
て
１

年
、
ど
う
な
る
か
と
最
初
は

思
っ
た
け
ど
、
何
と
か
売
り

上
げ
も
予
定
よ
り
も
上
が
っ

て
い
る
し
、
人
も
多
く
来
て

く
れ
て
い
る
し
、
収
益
面
で

も
大
丈
夫
で
す
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

良
か
っ

た
〜
そ
れ
は
。
渋
滞
問
題
も

な
い
で
す
か
？
橋
を
下
り
た

ば
か
り
だ
か
ら
混
む
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
っ
て
。

○ 

市
長　

今
度
４
車
線
に
な
り

ま
す
か
ら
ね
。
ア
ク
セ
ス
を

良
く
し
て
、
よ
そ
か
ら
の
お

客
さ
ん
が
来
や
す
い
よ
う
に

し
て
ね
。
道
の
駅
だ
け
目
当

て
に
来
る
人
が
い
る
ん
だ
よ

ね
。

◇ 

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ　

道
の
駅

回
り
っ
て
や
つ
ね
。
ラ
イ
ダ
ー

も
多
い
で
し
ょ
う
し
。
今
後

が
楽
し
み
で
す
ね
。

○ 

市
長
　
今
日
は
マ
シ
コ

さ
ん
の
同
級
生
や
地
元

の
人
は
来
て
い
ま
す

か
？◇

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ

ウ　

来
て
い
ま

す
。
ほ
ん
と
あ
り

が
た
い
で
す
よ
。

人
来
て
く
れ
て
良

か
っ
た
〜
（
笑
）。

○
市
長　

午
後
の
部

も
が
ん
ば
ら
な
い
と
！

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※ 

道
の
駅
内
レ
ス
ト
ラ
ン 

ShunSai

で
の
「
ひ
よ
っ
こ
」

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
は
、
７
月

末
で
終
了
し
ま
し
た
。
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✿おめでとうございます

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

市
制
施
行
記
念
日
の
７
月
15
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
条
例

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
75

人
、
7
団
体
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
、
感
謝
状
、
特
別

功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
自
治
表
彰
】

　
✿ 

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

　
　
　

佐
川
美
都
里（
下
高
倉
町
）

【
一
般
表
彰
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　
✿ 

多
年
、
町
会
長
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
に
尽
力

　
　

小
林
宏
平
（
馬
場
町
）

　
　

白
土　

龍
（
金
井
町
）

✿ 

多
年
、
統
計
調
査
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　
　

大
髙
浩
（
中
染
町
）

　
　

會
澤
勝
男
（
中
染
町
）

▼ 

社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安

定

　

✿ 

多
年
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に

尽
力

　
　

平
澤
千
惠
子
（
栄
町
）

　
　

我
妻
悦
子
（
幡
町
）

　
　

瀬
谷
幸
枝
（
新
宿
町
）

　
　

和
田
行
雄
（
瑞
龍
町
）

　
　

岩
間
揚
子
（
下
利
員
町
）

　
　

武
藤
久
惠
（
山
下
町
）

　
　

小
野
瀨
キ
ク
江（
山
下
町
）

　
　

吽
野
文
雄
（
花
房
町
）

　
　

佐
藤
則
子
（
里
川
町
）

　
　

髙
島
滿
（
大
中
町
）

　

✿ 

多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力

　
　

あ
ゆ
み
の
会

　
　

ピ
ュ
ア
内
堀
・
宮
本
の
会

　
　

天
神
林
サ
ロ
ン
の
か
い

　
　

サ
ロ
ン
や
ま
ぶ
き
会

▼
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上

　

✿ 

多
年
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
発
展
に
尽
力

　
　

半
井
清
夫
（
玉
造
町
）

　
　

篠
﨑
彰
良
（
宮
本
町
）

　

✿ 

多
年
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発

展
に
尽
力

　
　

小
林
俊
夫
（
新
地
町
）

▼
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止

　
✿ 

多
年
、
消
防
団
活
動
を
と
お

し
て
地
域
防
災
に
尽
力

　
　
　

益
子
伊
三
三（
上
高
倉
町
）

　
　

田
所
信
博
（
上
深
荻
町
）

　
　

柄
澤
哲
也
（
馬
場
町
）

【
感
謝
状
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　
✿ 

町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力

　
　

生
田
目
千
惠
子（
山
下
町
）

　
　

根
本
一
男（
下
宮
河
内
町
）

　
　

大
内
昭
（
島
町
）

　
　

鈴
木
定
夫
（
大
里
町
）

　
　

櫻
井
進
（
千
寿
町
）

　
　

後
藤
和
夫
（
新
地
町
）

　
　

萩
野
昌
夫
（
寿
町
）

　
　

小
林
平
（
和
久
町
）

　
　

高
木
憲
一
（
新
宿
町
）

　
　

五
十
嵐
初
男
（
松
平
町
）

　

✿ 
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力

　
　

武
藤
健
一
（
常
福
地
町
）

　
　

石
川
武
文
（
山
下
町
）

✿ 

統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自

治
の
進
展
に
尽
力

　
　

益
子
叶
（
下
高
倉
町
）

✿ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
地

方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　
　

 （
株
）ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー

里
美

　
　

匿
名
（
東
京
都
）

▼ 

社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安

定

　

✿ 

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

　
　

小
室
忠
久
（
大
菅
町
）

　
　

石
井
和
子
（
小
妻
町
）

　
　

根
本
久
子
（
宮
本
町
）

　
　

久
保
木
正
子
（
幡
町
）

　
　

大
内
勤
（
藤
田
町
）

　
　

篠
原
稔
（
谷
河
原
町
）

　
　

片
根
政
子
（
稲
木
町
）

　
　

櫻
井
智
幸
（
千
寿
町
）

　
　
　

池
ふ
ち
子
（
中
染
町
）

　
　

根
本
和
子
（
天
下
野
町
）

　
　

木
村
く
み
子（
天
下
野
町
）

　
　

菊
池
惠
子
（
天
下
野
町
）

　
　

佐
藤
佳
江
（
徳
田
町
）

　
　

中
野
道
夫
（
小
中
町
）

　
　

川
﨑
英
雄
（
小
菅
町
）

　
　

佐
川
満
（
内
堀
町
）

　
　

飯
田
和
子
（
塙
町
）

　
　

滑
川
陽
子
（
金
井
町
）

　
　

大
畠
重
夫
（
三
才
町
）

　
　

白
石
肇
（
西
宮
町
）

　
　

宇
野
幸
則
（
粟
原
町
）

　
　

土
田
禎
子
（
天
神
林
町
）

　
　

森
田
勉
（
里
野
宮
町
）

　
　

髙
内
洋
子
（
常
福
地
町
）

　
　

根
本
完
一
（
町
屋
町
）

　
　

中
村
司
（
西
河
内
中
町
）

　
　

寺
門
一
雄
（
大
里
町
）

　
　

小
林
い
つ
子
（
新
地
町
）

　
　

野
口
よ
し
子
（
中
野
町
）

　
　

吉
成
輝
雄（
下
宮
河
内
町
）

　
　

鴨
志
田
弘
子（
下
宮
河
内
町
）

　
　

桒
原
美
代
（
赤
土
町
）

　
　

海
老
根
康
博
（
赤
土
町
）

　
　

菊
池
悦
子（
上
宮
河
内
町
）

　
　

大
森
定
夫
（
松
平
町
）

　
　

猿
田
明
（
東
連
地
町
）

　
　

菊
池
覺
（
和
久
町
）

　
　

石
澤
修
（
西
染
町
）

　
　

豊
田
善
行
（
上
深
荻
町
）

　

✿ 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
の
増
進
に
尽
力

　
　

大
須
賀
治
（
西
染
町
）

▼
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止

　

✿ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
地

域
防
災
に
貢
献

　
　
　

 

医
療
法
人
社
団
茨
腎
会 

太
田
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
特
別
功
労
賞
】

▼ 

社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安

定

　

✿ 

多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
地
域
の
活
性
化
に

尽
力

　
　

下
利
大
成
会
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✿おめでとうございます

中
野
冨
士
山
古
墳
と
東
染
文

書
を
有
形
文
化
財
に
指
定

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金

賞

県
青
少
年
育
成
協
会
か

ら
感
謝
状
贈
呈

６
月
16
日
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
書
交
付

式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
中
野
冨
士
山
古
墳
（
1
基
）

と
東
染
文
書
（
１
８
７
５
点
）
の
２
つ
が
市
指
定
有

形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
冨
士
山
古
墳
は
全
長
約
70
ｍ
の
前
方
後
円
墳

で
、
近
接
す
る
梵
天
山
古
墳
や
星
神
社
古
墳
と
の
関

連
性
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
染

文
書
は
江
戸
時
代

前
期
か
ら
昭
和
50

年
ま
で
の
文
書
で
、

１
９
７
年
分
が
連

続
し
残
っ
て
い
る

文
書
や
幕
末
期
の

社
会
情
勢
を
垣
間

見
る
こ
と
の
で
き

る
文
書
な
ど
が
あ

り
、
貴
重
な
資
料

で
す
。

５
月
９
日
・
10
日
に
広
島
県
で
行
わ
れ

た
平
成
28
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
、

岡
部
合
名
会
社
の
「
松
盛
」
が
２
年
ぶ
り

11
度
目
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
８
６
０
点
の
新
酒
が
出
品
さ
れ
、
茨

城
県
で
は
８
点
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
受
賞
し
た
岡
部
さ
ん
は
「
常
陸
太
田

に
も
お
い
し
い
酒
が
あ
る
と
知
っ
て
も
ら

い
、
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
今
後
に
向
け
て
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

６
月
23
日
、
水
戸
市
青
少
年
会
館
で
行

わ
れ
た
平
成
29
年
度
公
益
社
団
法
人
茨
城

県
青
少
年
育
成
協
会
定
時
総
会
で
、
青
少

年
健
全
育
成
常
陸
太
田
市
民
の
会
が
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
平
成
28
年
度
少
年
の

主
張
茨
城
県
大
会
を
当
市
で
開
催
し
た
際

に
成
果
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
尽
力
し
、

青
少
年
健
全
育
成
県
民
運
動
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

中野町の皆さんと教育長

岡部守博さん㊨（小沢町）

感謝状を受け取る豊田一会長（小妻町）

教育長㊥から指定書を受け取る東染町の
皆さん
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✿おめでとうございます

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

２
０
１
７
に
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
県
大

会
準
優
勝

関
東
小
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
で
入
賞

昨
年
９
月
３
日
・
４
日
に
桜
川
市
で
行

わ
れ
た
、
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
茨
城
県
予
選
会
）
で
世
矢
ク
ラ
ブ
が

準
優
勝
し
、
今
年
９
月
に
秋
田
県
由
利
本

庄
市
で
開
催
さ
れ
る
第
30
回
全
国
健
康
福

祉
祭
あ
き
た
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
７
」
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

金
田
監
督
は
「
世
矢
ク
ラ
ブ
は
、
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

で
は
唯
一
の
公
認
チ
ー
ム
で
す
。
市
の
代

表
と
し
て
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
勝
利
す
る

た
め
、
毎
週
土
曜
日
の
練
習
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

６
月
24
日
・
25
日
、
鉾
田
市
鉾
田
総
合

公
園
体
育
館
・
県
立
鉾
田
農
業
高
校
体
育

館
な
ど
で
第
36
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

茨
城
県
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
72
団
体
が

出
場
し
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
佐
竹
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
、

見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

７
月
１
日
・
２
日
、
神
栖
市
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
関
東
小
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
常
陸
太
田

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
２
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

低
学
年
女
子
の
部
（
個
人
戦
）
で
は
豊

田
す
み
れ
さ
ん
（
機
初
小
４
年
）
が
３
位

に
入
賞
し
、
女
子
団
体
戦
で
は
柏
昊
芽
さ

ん
（
機
初
小
５
年
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

世矢クラブの皆さん

佐竹バレーボールスポーツ少年団の皆さん

齋藤幸雄監督㊧と柏昊芽さん㊨ 豊田すみれさん

交
通
安
全
子
供
自
転
車

県
大
会
で
入
賞

７
月
５
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

公
園
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
第
54
回

交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
で
、

金
砂
郷
小
が
団
体
の
部
で
４
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
小
学
生
に
よ
る

自
転
車
の
安
全
走
行
に
関
す
る
知
識
や
技

能
を
競
う
も
の
で
、
出
場
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
チ
ー
ム
競
技
を
と
お
し
仲
間
と

協
力
し
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
汗
と
涙

と
感
動
を
手
に
し
ま
し
た
。

前列左から、中舘啓人さん、生天目温さん、木村楽々
さん、木村葵さん（全員５年生）の４人が出場



10

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

６
月
27
日
、
上
高
倉
町
持
方
地

区
と
大
子
町
水
根
地
区
を
つ
な
ぐ
、

奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林
道
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
県
知
事
や
地
元
住
民
ら
約

１
０
０
人
が
出
席
し
、
記
念
植
樹

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

地
域
の
活
性
化
や
効
率
的
な
林
道

整
備
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

７
月
４
日
・
18
日
・
25
日
、
８

月
１
日
、
市
内
４
地
区
で
市
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会

は
、
市
長
が
今
年
度
の
主
な
事
業

を
も
と
に
市
政
に
つ
い
て
話
し
た

後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問

や
意
見
を
受
け
る
か
た
ち
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
長
に
直
接
話
し
が

で
き
る
と
あ
り
、
多
く
の
方
が
集

ま
り
ま
し
た
。
よ
り
良
い
市
政
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
７
月
６
日
・
７

日
・
11
日
・
12
日
に
、
市
内
４
地

区
で
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
開

催
。
議
会
報
告
で
は
、
昨
年
度
に

各
常
任
委
員
会
が
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
活
動
内
容
の
報
告
を

し
、
意
見
交
換
会
で
は
、
市
の
重

要
課
題
で
あ
る
「
少
子
化
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
２
班
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
」
や
「
病
院
や
保

育
園
の
こ
と
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
14
日
、
太
田
小
の
緑
化
委

員
会
の
児
童
21
人
と
市
長
、
教
育

長
が
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
31
年
に
開
催

さ
れ
る
茨
城
国
体
に
向
け
、
全
国

か
ら
訪
れ
る
方
を
た
く
さ
ん
の
花

で
歓
迎
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

で
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
手
際
よ
く
苗

を
植
え
る
と
、「
大
切
に
育
て
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

７
月
20
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
ひ
た
ち
お
お
た
で
働
こ

う
！
高
校
生
・
保
護
者
対
象
企
業

説
明
会
」
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
陸

大
宮
と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
陸
大
宮

管
内
の
太
田
一
高
な
ど
か
ら
約

１
３
０
人
の
生
徒
・
保
護
者
が
参

加
し
ま
し
た
。
離
職
率
の
高
い
若

年
者
を
職
場
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、

保
護
者
を
含
め
て
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
７
事
業
所
が
参
加

し
、
人
材
確
保
に
向
け
、
地
元
企

業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
し
た
。

奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
林
道
一
部
開
通

市
政
懇
談
会

議
会
報
告
・
意
見
交

換
会

茨
城
国
体
に
向
け
た

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

市
企
業
説
明
会

テープカットも行われました

活発な意見交換がなされた

意見交換会の様子

高校生も熱心に聞いていました

袋田の滝

大子町

常陸太田市

常陸大宮市
竜神ダム

武生神社

男体山

袋田

上小川

水
郡
線

西金

水根持方線

461

118

常陸太田市

武生神社

工事中

水根持方線

いばラッキーとじょうづるさんも応援



11

収穫が楽しみ！

JA常陸梨部会長
檜山邦男さん

made in
 Hitachiota

逸品

特産品認証

幸水・豊水・秀玉

幸水 豊水

秀玉

○幸水　8月中旬～下旬
　　　　500 円～／㎏
○豊水　9月上旬～中旬
　　　　500 円～／㎏
○秀玉　9月上旬～中旬
　　　　700 円～／㎏

仙
北
市
基
本
デ
ー
タ

○ 

所
在　

秋
田
県
の
東
部
中
央
に
位

置
し
、
岩
手
県
に
隣
接
す
る
市
。

水
深
日
本
一
の
田
沢
湖
を
有
す
る
。

○
面
積　

１
０
９
３
．
56
㎞

○
人
口　

約
２
万
７
千
人

○ 

代
表
的
な
祭
り　

春
の
「
角
館
の

桜
ま
つ
り
」
に
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
。
ま
た
、
毎
年
９
月
に

行
わ
れ
る
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行

事
」
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

○ 

産
業　

山
桜
の
樹
皮
を
使
っ
た
樺

細
工（
国
の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
）

○ 

常
陸
太
田
市
と
の
つ
な
が
り　

平

成
10
年
に
旧
金
砂
郷
町
と
旧
角
館

町
が
有
縁
友
好
交
流
の
宣
言
書
を

取
り
交
わ
し
、
現
在
ま
で
継
続
し

た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

常
陸
太
田
市
・
秋
田
市
・
仙
北
市
連
携
交
流
提
携
10
周
年

問
市
民
協
働
推
進
課
（
内
線
２
１
７
）

◇
佐
竹
氏
と
仙
北
市

　

慶
長
7
（
１
６
０
２
）
年
の
佐
竹
氏
の

出
羽
国
（
現
在
の
秋
田
県
）
へ
の
国
替
え
で
、

角
館
に
は
芦
名
義
勝
（
＝
佐
竹
義
宣
の
弟
）

が
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
芦
名
氏

は
新
し
い
城
下
町
建
設
に
取
り
組
み
、
現

在
の
町
並
み
の
原
型
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

芦
名
家
の
断
絶
後
、
角
館
は
久
米
城
を

設
立
し
た
佐
竹
北
家
に
引
き
継
が
れ
、
幕

藩
体
制
の
終
わ
る
明
治
ま
で
佐
竹
氏
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。
角
館
北
家
初
代
の
佐

竹
義よ
し
た
か隣
は
、
義
宣
の
妹
お
な
す
と
京
都
の

公
家
高
倉
永な
が
よ
し慶
の
子
で
あ
っ
た
た
め
、
角

館
に
京
風
文
化
が
華
開
き
、
今
も
「
み
ち

の
く
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。角館の桜まつり

2

仙北市



12

問少子化・人口減少対策課（内線 314・346）

７月から新たに地域おこし協力隊としてやって来ました、武井沙也佳です。農業経営を志
し、地域おこし協力隊の農業枠で着任しました。現在は、水府地区に住みながら里美地区の
布施さんの農場で研修させていただいています。
簡単な自己紹介としましては、群馬県高崎市出身で、高校までは群馬で育ちました。大学
では農業を学ぶために、北海道帯広市に住んでいました。趣味はお絵描きと音楽、工作など
を広く浅く。好きなものは、動物と梨、カボチャなどで、苦手なものはムカデ、セロリなど
です。変なところもありますが、恐れず気軽に声を掛
けてくれると嬉しいです。
まだ右往左往しているひよっこですが、早く地域に
馴染めるように頑張ります。よろしくお願いします！

群馬県出身。その後北海道の大学で農業学び、今年 7月に就任。
農業経営を志し、里美地区で研修中。

金砂郷の美しさに惚れ、東京都から移住。今年 4月に就任。
移住定住促進を軸に、金砂郷地区を中心に市の魅力を学び、発信している。

武井沙也佳

こんにちは。塚田慎です。６月末に、合同会社ポットラックフィールド里美の岡崎さんと
ともに、生まれて初めてイベントを開催しました。森林インストラクターの案内で地域の「い
いね」を発見し、その「いいね」を伝える写真術をプロカメラマンに学ぶお散歩旅「とるたび」
というイベントです。第１回は、折橋町の川べりや旧酒造など、約２㎞を２時間かけて歩き
ました。普段から通っている道でも、カメラやスマホを持って「いいね」を探し歩くと今ま
で見逃していた、気づいていなかった魅力を発見できます！ちなみに、発見した魅力を参加
者みんなで共有する時間が、「とるたび」の１番の魅力です。金砂郷と里美を中心に毎月開催
予定ですので、ぜひ遊びにいらしてください。
また、金砂郷地区の畑でNHKの新ドラマのロケ準備をお手伝いしてきました。地域の
皆さんと７月から準備し、立派な舞台ができたので放送日が待ち遠しいです。

「ひよっこ」や「おんな城主直虎」をはじめ、常陸太田市は
テレビの撮影が多いですね。この広い全国の中で選ばれる
常陸太田市を守り、つくってきた皆さんを改めてすごい方

々だと思った今日このごろです。

初めまして！
ひよっこですが、よろしくお願いします！

初めてのイベント開催＆ロケお手伝い

委嘱状をいただきました

「とるたび」の様子

大子へ視察に
行ってきました

塚田慎
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松栄町の香仙寺には、平安時代末に
彫られたと思われる阿弥陀三尊がある
直牒洞と呼ばれる洞窟があります。室
町時代の明徳元（1390）年、了

よじょうしょうにん

誉上人
が戦乱を避けてこの洞窟に身を寄せ、
修行をした場所でもあります。
昨年度、内部の測量調査をしたとこ

ろ、数多くの五輪塔も描かれていることがわかりました。また、
阿弥陀三尊が彫られている奥壁の両側の壁には、何かを差し込
んだような穴があることが分かっていましたが、今回の調査で、
この穴からすすの痕跡が確認できたことから、阿弥陀三尊を照
らす照明器具が置かれていたものと考えられます。この位置に
照明を置いて奥の壁を照らすと、浮かび上がるような阿弥陀三
尊を見ることができます。
今年の集中曝涼は、10 月 21 日・22 日に行われます。香仙
寺は 21 日だけの公開ですが、奥の壁に浮かび上がる平安時代
末の阿弥陀三尊を拝んでみてはいかがでしょうか。

問文化課（72‐3201）
穴から光を当てると阿弥陀三尊が浮かび上がる

直牒洞入り口

３

渡部 智穂

アーティストへのお問い合わせは、少子化・人口減少対策課までお願いします（ 内線314・346／fax 72-3002）
ホームページ ： hitachiota-air.com ／FBページ ： facebook.com/air.hitachiota

2013年10月から開始された本事業では、現在、市内に1人の芸術家が滞在し地域
の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

【クロード・モネ「モネの新作をつくる」ワークショップ開催！】
ひたちおおた市美術館

7月2日のひたちおおた市美術館は、印象派の巨匠モネをテーマに開館しました。参加
した子どもたちは、色の粉を使って、モネになりきり“光の風景”を描きました。モネのよ
うに美しい色を表現しようとたくさんの絵を描き、探究していました。

◇展覧会のお知らせ◇

場所：市郷土資料館 梅津会館２階

ひたちおおた市美術館が展覧会を開催します！今まで取り組んできたワークショップでうまれた子どもたちの作品を発表
します。10年後、20年後に常陸太田市を担う“未来の表現者たち”の取り組みをご覧ください。

会期：8月31日（木）～9月18日（月・祝）｜9時～17時[入館時間16時30分まで]　月曜休館
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今
月
は
大
森
町

県道156号線、日立電鉄線「山
根バス停」から南に約200m、大
森町字用心小屋に不動尊がありま
す。御堂の中には、安政５（1858）
年に奉納された木製の不動明王像
が鎮

ちんざ

座しており、十王地獄絵図が
収納されてい
ます。私が小学校入学前にこれらを見た際、子ど
も心に「悪いことは絶対にすまい」と思ったこと
を今でも鮮明に覚えています。毎年、旧暦の７月
16日「藪入りの日」に、「不動尊御開帳」として虫
干しをかねて一般公開しています。今年も８月16
日の午前中に一般公開する予定ですので、ぜひお
越しください。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

小妻町では、平成 26 年からエコミュージアム活動に取り組み、お宝さがしを行ってきました。７月２日、地

元の方たちがお宝さがしで見つけた「薄葉沢の滝」や「おしゃべり地蔵」など 10カ所に解説看板を設置しまし

た。この夏、皆さんも森林浴をかねて小妻町のお宝散策をしてみ

てはいかがでしょうか。

小妻町で看板を設置

紹介者　
大森町会長

髙橋信昭さん

次回のちょっと寄り
道は 10 月号に掲載
します。お楽しみに!

不動尊

和田町で看板を設置
和田町では、平成 22 年からエコミュージアム活動に取り組み、昭和 30 年代まで行われていた不動尊夜町を

平成 23 年に復活させました。７月３日、地元の方たちが活動の中で見つけた「稲荷神社」や「三峰神社」など

５カ所に解説看板を設置しました。歴史・自然の宝庫、和田町を

散策してみてはいかがでしょうか。

十王地獄絵図

不動明王

子どもたちもお手伝い

みんなで力を合わせて設置しました

暑さに負けず頑張りました みなさんお待ちしています

和田のお宝を見に来てください
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不動尊②

弁天様④
鹿島神社と椎の木③

不動尊と泉①

岡部館跡⑥

馬力神⑦

石仏群⑤

スタート・ゴール
大森ふれあいセンター

熊野神社

風神・雷神の碑
★風神山

階段

発太陽光発発太陽光光陽光発電光発太陽光発光太陽光発電

常
磐
自
動
車
道

至　真弓町

丹奈城跡

太陽光発電

Ｎ

薄井館跡・玄蕃坂

至　日立市

至　真弓ケ丘団地

鹿島神社と椎の木

毎年虫干しの際に不動尊の内部
を一般公開している

鹿島神社の末社。鹿島神社の御
手洗い場として作ったという伝
説もあり、池がある

※白蛇伝説…昔、神社の社務所に出た白蛇を殺してしまい、祟りが起こったが、白蛇
の絵馬を弁天様に奉納し、ご祈祷したところ祟りが収まったという伝説。白蛇は神
様の使いであると言われている。

通称、お不動様。不動尊の泉が
湧き出ていると言われ、水門、
丹奈地区の用水として使用さ
れてきた

昔から寒水石（大理石）の産出
が盛んな地域のためか石仏群も
寒水石でできていると思われる

初代館主は、岡部五郎重綱と言
われている

不動尊と泉

石仏群

岡部館跡

不動尊

弁天様

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。く　 く 75

☎72-3201）72（☎ 01
  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

③

①

⑤

⑥

②

④

距離：約5km 所要時間：3時間距離：約5km 所要時間：3時間

椎の木は、推定樹齢 440 年の
巨樹

ミヤマシキミ

オッタチカタバミ

案内してくれた地元の方々案内してくれた地元の方々

馬の供養のために建てられたもの

馬力神⑦

★健脚の方は風神山へ
　距離：約 2.5 ㎞
　所要時間：約 1.5 時間
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問

２ ふるさと水府を愛し、夢を育む児童の育成
～「笑顔いっぱい」「感動いっぱい」「夢いっぱい」の学校を目指して～

　水府小学校では、地域の人々が育んできた伝統・文化などへの理解を深める
体験学習の充実をとおして、地域とともにある学校づくりを進めています。特に、
地域の方々のご協力により行う、伝統ある「町田焼」制作や郷土の誇るべき「常
陸秋そば」作りなどの体験学習を中心に、ふるさとを大切に思う心を育ててい
ます。平成 30 年度には、水府地区の小学校が統合となります。今後も、水府地
区に根ざした地域学習を充実させ、ふるさと水府への誇りと、夢や志をもった
子どもたちを育んでいきます。

水府小最後の運動会！地域の方々とともに

町田焼窯跡の見学

町田焼そばちょこ作り

常陸秋そばの脱穀

　
保
健
推
進
員
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
地
域
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町田町
問
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
‐
１
２
１
２
） 暑い日にもかかわらず皆さん笑顔で集合！

この日の体力測定では、全員が
実年齢より若いという結果に！

vol.2

健康でＧＯ！
　

町
田
町
で
は
、
平
成
27
年
度
に
健
康
づ

く
り
推
進
の
モ
デ
ル
町
に
な
り
、
市
と
協

働
で
高
血
圧
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
町
会
と
老
人
会
を
中
心
に
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ラ
ジ
オ
体
操
を

取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
参
加
者
に
も
広
が

り
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
月
に
２
回
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
行
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
に
関
す
る
内
容
を
盛
り

込
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
次
の
教
室
で

は
こ
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
自
分
た
ち
で

考
え
る
こ
と
も
、
や
る
気
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
を
一
緒
に
動
か
す
こ
と
で
一
体
感

が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
教
室
が
終

わ
っ
た
後
は
自
然
と
雑
談
に
花
が
咲
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い
る
こ

と
も
た
び
た
び
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
皆

さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
得
意
分
野
が
あ
る
の
が

わ
か
り
、
そ
こ
か
ら
違
う
活
動
に
発
展
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
集
ま
る
こ
と
。
や
っ
て
み
な
い

と
始
ま
ら
な
い
の
で
や
っ
て
み
る
。
そ
し

て
直
接
声
を
か
け
て
誘
い
あ
う
の
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
若
い
方
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
声

を
か
け
て
い
き
ま
す
よ
！
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市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
維
持
・
増
進
、
お
よ
び
体
力
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
地
域

に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
や
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
出
前
教
室
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
に
は
、

お
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。

○
平
成
29
・
30
年
度 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

氏
名
（
住
所
）

常陸太田地区

秋
野　

倉
造
（
中
城
町
）

野
邉　

英
夫
（
東
一
町
）

塩
原　

惠
子
（
西
宮
町
）

橘　
　

正
成
（
高
貫
町
）

大
内　
　

隆
（
内
田
町
）

小
林
む
つ
子
（
藤
田
町
）

根
本　

正
則
（
藤
田
町
）

石
川　

義
雄
（
天
神
林
町
）

石
川　

重
文
（
新
宿
町
）

椋
野　

京
子
（
新
宿
町
）

菱
沼　

哲
朗
（
増
井
町
）

椎
名　

鈴
子
（
瑞
龍
町
）

関
山　

浩
美
（
白
羽
町
）

久
保
木
靖
子
（
亀
作
町
）

田
辺　

正
敏
（
真
弓
町
）

後
藤　

一
人
（
西
河
内
上
町
）

氏
名
（
住
所
）

金砂郷地区

石
井
東
海
男
（
久
米
町
）

田
村　
　

隆
（
大
里
町
）

綿
引　

益
満
（
中
野
町
）

鴨
志
田
幸
江
（
小
島
町
）

會
澤　

裕
子
（
大
方
町
）

熊
谷　

正
行
（
箕
町
）

高
柿　
　

静
（
中
利
員
町
）

富
田　

正
一
（
上
利
員
町
）

岡
崎　

紀
喜
（
赤
土
町
）

水府地区

澤
富
士
子
（
松
平
町
）

茅
根　
　

栄
（
和
田
町
）

石
川　

幸
子
（
町
田
町
）

大
髙　

美
香
（
中
染
町
）

片
岡　

祐
一
（
天
下
野
町
）

石
川　

容
司
（
天
下
野
町
）

大
西　

一
雄
（
天
下
野
町
）

里美地区

荷
見　
　

靖
（
里
川
町
）

木
村　

正
男
（
小
妻
町
）

鈴
木　

靖
則
（
小
中
町
）

井
上　

行
（
大
中
町
）

塙　
　

啓
一
（
折
橋
町
）

小
室　

利
幸
（
大
菅
町
）

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
73
‐
０
０
９
０
）

　

7
月
12
日
に
市
内
の
工
場
に
運
ば
れ
た
コ
ン
テ
ナ
内
部
か

ら
発
見
さ
れ
た
ア
リ
に
つ
い
て
、
当
初
猛
毒
を
持
つ
「
ヒ
ア

リ
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
再
度
検
査
し
た
結
果
「
ア
カ

カ
ミ
ア
リ
」
と
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
カ
カ
ミ
ア
リ
は
ヒ
ア
リ
に
比
べ
毒
性
は
弱
い
も
の
の
、

刺
さ
れ
る
と
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
外
部
へ
の
拡
散
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
万
が

一
、
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
や
ヒ
ア
リ

と
思
わ
れ
る
ア
リ
を
発
見
し
た

場
合
は
、
環
境
政
策
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
１
８
０
）

市
内
で
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

発見されたアリ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ　
　
　
　
　
　
　

第
35
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
屋

外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

﹇
７
月
11
日
／
天
下
野
運

動
公
園
運
動
場
﹈　

優
勝

茅
根
丸
山
会
Ｂ　

準
優
勝

松
平
チ
ー
ム　

3
位
和
久

や
わ
ら
ぎ
会

優勝した茅根丸山会 Bの皆さん

Information
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Information
住民基本台帳の閲覧状況の公表

　住民基本台帳法第 11 条第 3項及び第 11 条の 2第 12 項の規定に基づき、平成 28 年度の住民基本台帳の閲覧
状況を公表します。

閲覧者氏名 閲覧事由 閲覧日 閲覧対象

NHK放送文化研究所 「6月全国個人視聴率調査」 H28. 4.22 大中町満 7歳以上の男女 12 人

国立研究開発法人国立環
境研究所 「環境についての意識調査」 H28. 4.28 増井町満 18 歳から 74 歳の男女 24 人

日本放送協会営業局 「テレビ放送に関するアンケート」 H28. 5.12 町屋町・真弓町満 18 歳以上の男女 20 人

一般社団法人家の光協会 「読書についてのアンケート」
（第 71 回全国農村読書調査） H28. 7. 4

小島町
満 16 歳から 79 歳の日本国籍を有する男女 
19 人

内閣府政策統括官 「平成 28 年度　市民の社会貢献に
関する実態調査」 H28. 8.31 東染町満 20 歳から 69 歳の男女 12 人

NHK 放送文化研究所 「11 月全国個人視聴率調査」 H28.10.12 東染町・上深荻町満 7歳以上の男女 12 人

農林水産省大臣官房参事
官

「平成 28 年度食育に関する意識調
査」 H28.10.12 藤田町満 20 歳以上の日本国籍を有する男女 16 人

一般財団法人ゆうちょ財
団

「第 3 回くらしと生活設計に関す
る調査」 H28.10.12 栄町・馬場町・増井町満 20 歳以上の男女 20 人

内閣府政策統括官 「低年齢層の子供のインタ－ネッ
ト利用環境実態調査」 H28.12. 2

大里町
満 0歳から 9歳の日本国籍を有する男女 20
人

日本たばこ産業株式会社 「2017年全国たばこ喫煙者率調査」H28.12.14 馬場町満 20 歳から 90 歳の男女 20 人

問市民課市民窓口係（内線 132）

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（東京 2020 組織委員会）では、
2020年に東京で開催されるオリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の入賞メダルに、不要になった小型家電に
含まれるリサイクル材を活用しようという「みんなの
メダルプロジェクト」を行っています。
この取り組みに、常陸太田市も参加することになりま

した。市内では、市役所本庁 1階と山吹運動公園体育
館に右図のような回収ボックスを設置しています。ぜ
ひ、小型家電のリサイクルにご協力ください！
＊詳しくは、ホームページ（http://www.toshi-kouzan.jp）、

　または右記ＱＲコードからご確認ください。

問環境政策課（内線180）
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まちの話題 my town news 

６月 18日、生涯学習センターで常陸太田市民音楽
会が行われました。少年少女合唱団や市吹奏楽団など
市内の音楽グループが日頃の練習の成果を発揮してお
客様を魅了しました。最後の全員合唱では、音楽の力
でひとつになり、パワーを感じさせてくれました。

全員の歌声が響き渡りました

6 月 30 日、路線バスをもっと身近に利用してもら
おうと、市内路線バスを乗り継ぎ、道の駅などをまわ
るバスツアー（市地域公共交通活性化協議会主催）が
行われ、21 人が参加しました。市内の各地区からそ
れぞれ路線バスに乗った参加者は、カスミ常陸太田店
で下車。買い物を楽しんだ後、全員で市内循環線に乗
車し道の駅で昼食などを楽しみました。バスには茨城
交通㈱のスタッフが同乗し、バス IC カードの使い方
やバスの乗り方を案内。参加者にはカスミ常陸太田店
などからお土産のプレゼントがありました。

バスを待つ時間も楽しいひととき 循環線に乗車します

大勢のお客さんが生放送を聞きに集まりました

６月 29 日、道の駅ひたちおおたで「旅ラジ！」公
開生放送が行われました。「旅ラジ！」とは、ラジオ
イベントカー 90 ちゃんが全国を巡りふるさとの魅力
を伝える NHK ラジオ第１の番組です。地元の出演者
とアナウンサーの軽快な掛け合いに、観客は大いに盛
り上がりました。

７月１日、総合福祉会館で市内の子育て支援団体等
の活動を広く知ってもらい、体験してもらうことで「子
育て上手常陸太田」を推進していく子子育メッセが開
催されました。お仕事体験やアクセサリー作り、バルー
ンアート、雑貨販売など盛りだくさんの内容をみんな
で楽しみました。

お仕事体験では、記者さんになって新聞を作りました
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まちの話題 my town news 

７月 12日、里美小で 2年生を対象に動物ふれあい
教室が行われました。これは、動物を大切にする心
を育てるために県動物指導センターが行っているもの。
職員がクイズや紙芝居をとおして、犬の触り方や命の
大切さを説明した後、子どもたちは実際に犬と触れ合
いながら聴診器で自分の心音と犬の心音を聞き比べま
した。

７月４日から 20 日、市内の幼稚園・保育園で正し
い火気の取り扱いを学ぶため、花火教室を開催しまし
た。子どもたちは「大人の人と一緒に遊ぶ」「水バケ
ツを用意する」「必ず消す」という３つの約束を大き
な声で復唱し、花火の正しい遊び方を楽しみながら学
びました。

7 月 14 日、水府小で 3・5 年生の児童 22 人が
町田焼体験を行いました。この体験活動は、地元
に伝わる町田焼への興味関心を高め、地域の文化
財を大切にしようとする気持ちを育むことが狙い。
地元の町田焼研究会の方々に教わりながら、思い
思いのお皿やそばちょこなどを作りました。

安全に気を付けて遊びます

生きていることを実感！

そばちょこ作りに挑戦！ どんなお皿ができるかな

鴨志田秀幸さん㊧

7月 4日、県農業経営士に認定された鴨志田秀幸さ
ん（中野町）が、市長に報告に訪れました。農業経営
士とは、農業振興のため、地域において模範的な農業
生産と農村生活を実践し、地域農業のリーダーとして
活動する農業者を認定するもの。シクラメン・カーネー
ションなどの施設花きを行っている鴨志田さんには、

今後、農業の
担い手育成と
地域農業の振
興をすすめる
役割が期待さ
れています。

7月 18 日、太田中で２年生を対象にゆかたの着方
研修会（県教育委員会主催）が行われました。国際交
流の場でも注目されている和装。自国の文化を学ぶこ

とは、これから世界へはば
たく若者にとって国際教育
の一環でもあります。ひと
りでゆかたを着れるように
なることを目標に、全員が
ゆかたの着付けに挑戦。艶

やかなゆかた姿が完
成した後は、立ち方
や座り方、おじぎの
仕方など、マナーも
学びました。

慣れない帯に苦戦！
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まちの話題 my town news 

手遊びを交えたミニコンサート

７月 19 日、水府総合センター La・ラ・ホールで、
おもちゃ図書館「あ・そ・ぼ」10 周年記念イベント
が開催されました。じょうづるさんとの記念撮影や
絵本の読み聞かせ、フルート奏者の芳賀しのぶさん
によるミニ
コンサート
などが行わ
れ、たくさん
の笑顔が見
られました。

かわいらしい飾りを背景に読み聞かせ

No.29

Team Data

ＧＢクラブ（ゲートボール）

平成 29 年 8月号

スポ
ーツ
に親
しむ

団体
等を
紹介

命中したよ！

ゲート通過！

狙いどおり！狙 どおり

ゲ ト通過！

命中したよ

ゲゲ

オオタスポーツオオタスポーツ

100 年以上の伝統がある河合ほうき。7月 6日、河
合ほうき職人の横山宮子さんと、市内で在来作物の
保存に取り組む「種継人の会」の協力で、幸久小の
3年生が学校内の畑に河合ほうきを作るための「ホウ
キモロコシ」の種まきをしました。ホウキモロコシ
は暑さに強い植
物 で、2 週 間 で
20 ㎝ほど成長す
ることや、水を
あげなくてもい
いことなどを教
わって、児童た
ちはびっくり！
今後は、刈り取り
とほうき作りにも
挑戦し、自分だけ
の河合ほうきを作
る予定です。

去年の３年生が育てたホウキモロコシ
から採った種をまく
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おめでとう！
はじめての誕生日

　◇ 対象　市内に住所を有する平成28年10月生まれのお子さん（10月号掲載分）
　  ◇ 応募締切　9月 11 日月　◇必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・
生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

元気
に

すく
すく

◇ 申込フォーム市ホームページの「市政」→「広報」 →「はじめ
ての誕生日申し込み」または携帯電話などのバーコードリー
ダーで、右のＱＲコードを読み取ってお申し込みください。
◇ その他　応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

表紙に
よせて

８月12日から15日に開催される「竜神峡灯ろうまつり」では、駐車場ゲートから竜神大吊橋にかけて500基の灯ろ

うが飾られます。ほのかな明かりの中をゆっくりと歩いてみてはいかがでしょうか。（点灯時間　18時ごろ～21時ごろ）

発行　常陸太田市／編集　情報政策課 
〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

青木啓
けい た

太くん
8 月 4日（塙町）

小祝夏
なつき

暉くん
8 月 8日（内堀町）

高山文
ぶんた

太くん
8 月 11 日（真弓町）

冨岡栞
かんな

凪ちゃん
8 月 12 日（山下町）

川崎優
ゆうと

斗くん
8 月 22 日（大里町）

永山珠
み こ

子ちゃん
8 月 22 日（新地町）

大串真
まりん

凛ちゃん
8月23日（高柿町）

齋藤唯
ゆいな

菜ちゃん
8月23日（塙町）

小林時
ときむね

宗くん
8月13日（松平町）

薗部夏
なつき

希ちゃん
8 月 15 日（花房町）

庄司一
かずよし

善くん
8月23日（真弓町）

武村向
ひ ま り

日葵ちゃん
8月26日（下利員町）

木村心
こころ

ちゃん
8 月 27 日（芦間町）

鈴木颯
そうしん

心くん
8 月 29 日（大里町）

申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／内線 303・304）


